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1 はじめに

近年、初等教育においてもコンピュータやイン
ターネットを利用した授業が一般的に行なわれ
るようになってきた。いずれの教科においても、
情報関連機器や情報通信ネットワークに慣れ親
しむことが目標の一つとされている。本稿では、
地域の小学校と共同研究をすすめている図書管
理と校区地図学習に関連する研究について報告
する。1

2 学校図書館内における書籍の位置特定に
関する研究

2.1 概要

小林が開発した図書管理システム [1]には、本
棚の画像による蔵書の検索が実装されている。し
かし、書籍の自動識別を行なっておらず、棚に並
んでいる書籍とその位置が静的に結びついてい
るものであった。本研究では、画像に写っている
書籍を自動的に認識し、常に最新の書籍の情報を
与えることができるようにする技術を検討した。

2.2 方法

2.2.1 書籍の領域の抽出

原画像から縦エッジを抽出した後、投影変換に
より書籍の幅を決定する。次いで、書籍の上下
の長さを決定し、矩形領域を書籍の領域とする。
抽出の例を Fig.1 に示す。

Fig. 1 抽出の例

1本コアの名称である e-Learning は、一般に、情報技
術を活用した教育を意味するとされる一方、使用者により
さまざまな意味で用いられることの多い用語である。報告
者は、本センター（本コア）設立の目的・趣旨より、比較
的広義に、その意味をとらえるべきと考えている。すなわ
ち、通常、情報教育の範疇にとらえられる分野に対象をひ
ろげ、研究をすすめている。

2.2.2 書籍の認識

2.2.1で抽出された書籍の領域をテンプレート
とし、あらかじめ登録しておいた書籍の画像と
のマッチングを行ない、もっとも得点の高いもの
を選択する。マッチングにあたっては、書籍の縦
横比や RGB各色の割合をキャッシュ・データと
して登録しておき、マッチングを試みる書籍数を
減らしている。

2.2.3 傾きについて

図書室のネットワークカメラは、壁面上部に設
置されているため、その正面にある本棚以外は、
斜め上から見下ろす画像になる。そこで画像の
中で傾いた棚を補正する必要がある。
システムでは、ハフ変換を使用して棚のエッジ
部分の傾きを取得し、アフィン変換を行ない、棚
が水平になるように補正している（Fig.1 参照）。

2.3 評価

豊橋市立杉山小学校の図書室に設置されたネッ
トワークカメラを用い、次のような手順で、評価
実験を行なった。(1)ネットワークカメラを使っ
て本棚を撮影する。(2)本システムで抽出した書
籍のうち適切なものを登録する。(3)書籍を数冊
並び替えた状態で撮影し直し、(2)で登録した書
籍を検索する。

Table 1 抽出率と認識率
登録 冊数 抽出率 認識率 A 認識率 B

正面から ○ 26 73％ 73％ 100％
正面から 2 26 73％ 62％ 84％
正面から 3 26 88％ 58％ 65％
正面 白っぽい 23 83％ 65％ 79％
正面 障害物あり 15 80％ 27％ 33％
斜めから ○ 20 85％ 85％ 100％
斜めから 2 36 42％ 17％ 40％
斜めから 3 25 48％ 24％ 50％

評価のために登録した書籍の数は 49冊である。
結果を Table1 に示す。「冊数」は、背表紙の全
領域が写っている書籍数である。「抽出率」は、
「冊数」のうち、その領域を抽出できた割合であ
る。「認識率」は、登録された書籍とのマッチン
グに成功した割合で、「A」は「冊数」に対する
率、「B」は抽出された冊数（「抽出率」）に対す
る割合である。

2.4 考察

傾いた棚の場合は、著しく抽出率が低下する。
これは書籍と書籍の隙間が見えなくなるため、書
籍のエッジが出にくいからである。また、正面か
らの場合も同様であるが、照明環境などによって
も認識率が変化した。色味に依存しない方法を



試みる必要がある。

3 校区地図における安全経路に関する研究

3.1 概要

野田の開発したシステム [2]は、コンピュータ
とネットワークを用いて、校区地図を用いた調べ
学習を支援する（Fig.2 ）。本研究では、同シス
テムを基盤に用い、校区安全マップの作成を目的
として、小学生の登下校における安全経路に関
する研究を行なった。

Fig. 2 校区地図学習支援システム

3.2 機能要求

野田のシステムでは、Webブラウザから、指
定した座標への記事の書き込み、画像情報の登
録、指定した座標付近の記事の閲覧などができ
る。本研究では、これに次の 2つの機能を追加し
た。(1)記事に危険度を設定する。(2)指定した
2 点間の安全経路探索を行なう。

3.3 方法

3.3.1 道路ネットワーク

道路ネットワークはリンクとノードから構成さ
れており、それぞれ交差点間の道路と交差点を意
味する。国土地理院による数値地図 2500（空間
データ基盤）[3] の道路データには、ノードとリ
ンクに関する情報が格納されている。このデー
タから、ノード情報を抜き出し、接続リンク・接
続先ノード・接続先ノードへの距離を付加し、さ
らに、リンク近傍座標にある危険記事の危険度
からリンクの危険度を計算し、保持した。

3.3.2 経路の選択

コスト最小の経路を求める方法には、ダイク
ストラ法を用いた。始点ノードから終点ノード
への最小経路を求める際、始点ノードから順次、
接続先ノードへのコストを計算し、始点ノード
からの最小コストを確定していく。

3.3.3 危険度の距離コストへの変換

リンクは、その近傍にある記事の危険度を総
計した値を危険度として保持している。これに
重みつけを行ない、そのリンクの距離に加える

ことにより、重みつけの比率によって、距離優先
／安全優先探索を行なえる。

3.4 結果

Fig.3において、赤丸の点が危険箇所、赤線が
安全経路である。地図中央付近にある危険箇所
を避けるために迂回していることがわかる。

Fig. 3 安全経路の選択例

4 まとめ

報告者の所属する知識情報工学系は、基盤と
なるソフトウェア技術を各種分野における問題
解決に応用できる実践的・創造的ソフトウェア技
術者の養成を目的とした学科である。応用指向
のソフトウェア技術者の育成において、実際にエ
ンドユーザにより利用され、そのフィードバック
が得られるシステムの開発を行なわせることは、
効果的な教育手法である。そうした観点より、こ
のような教育用システムの開発を、地域の小学
校と共同して行なうことは、所属学生に対する
教育としても効果的である。
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